



　An investigation was performed in Japanese language classes of universities in 
China, which focuses on the timing of correction by teachers and how the students 
react to the timing of correction. 89.3% students said that, they should be corrected 
after a whole sentence is ﬁnished. But, investigation results showed that out of 138 
corrections, students were being corrected in the middle of a sentence in 42.9% 
cases. Most of the teachers also prefer correction after a whole sentence. In one 
word, teachers' attitude agrees well with that of students', but the error correction 
of teachers don't agree with the attitude of both students and teachers themselves.  
Investigation results also indicated that students are often interrupted in the middle 
of a sentence when "elicitation" is used, while in cases of some other methods such 















Timing of error correction and perception of students and teachers:





























場面を取り出し〔Focused Description（観点描写法）、Larsen-Freeman and Long, 1995〕、
ビデオクリップファイルにした。次に、動画のビデオクリップファイルを文字化し、画像
とともに文字化資料を教師に見せ、各自の訂正に対する意識についてフォローアップイン





















































































































































































































































































































































誤用の種類 話に割り込んだ訂正 タスク終了後の訂正 合　　計
音声的誤用  39（44.3）  49（55.7）  88（100）
統語的誤用  56（42.7）  75（57.3） 131（100）
語彙的誤用  39（41.5）  55（58.5）  94（100）
待遇表現の誤用 　4（44.4） 　5（55.6） 　9（100）































授業活動 話に割り込んだ訂正 タスク終了後の訂正 合　　計
会話場面  61（47.3）  68（52.7） 129（100）
文型練習場面  65（42.2）  89（57.8） 154（100）
発表場面 　5（23.8）  16（76.2）  21（100）
朗読場面 　7（38.9）  11（61.1）  18（100）




























訂正方法 話に割り込んだ訂正 タスク終了後の訂正 合　　計
明示的訂正  61（46.6）  70（53.4） 131（100）
誘　　　導  39（60.9）  25（39.1）  64（100）
明確化要求  11（50.0）  11（50.0）  22（100）
メタ言語的訂正 　7（28.0）  18（72.0）  25（100）
誤用の繰り返し  11（42.3）  15（57.7）  26（100）
リキャスト 　0（ 0.0）  22（81.8）  22（100）
非　　　難 　9（29.0）  22（71.0）  31（100）
クラス全員への誤用確認 　0（ 0.0） 　1（ 100 ） 　1（100）























































教　　師 話に割り込んだ訂正 タスク終了後の訂正 合　　計
CT1  15（68.2） 　7（31.8）  22（100）
CT2 　2（ 8.3）  22（91.7）  24（100）
CT3  12（44.4）  15（55.6）  27（100）
CT4精読  18（58.1）  13（41.9）  31（100）
CT4会話  28（73.7）  10（26.3）  38（100）
CT5  21（39.6）  32（60.4）  53（100）
CT6 　3（15.0）  17（85.0）  20（100）
JT1a  16（55.2）  13（44.8）  29（100）
JT1b 　8（32.0）  17（68.0）  25（100）
JT2  10（34.5）  19（65.5）  29（100）
JT3 　6（66.7） 　3（33.3） 　9（100）
JT4 　0（ 0.0）  15（ 100 ）  15（100）
合　　計 138（42.9） 184（57.1） 322（100）
 ｐ＜．001，χ2＝57.38.（　）は％．
表９　CT4の授業別訂正のタイミング
授　　業 話に割り込んだ訂正 タスク終了後の訂正 合　　計
精　　読 18（58.1） 13（41.9） 31（100）
会　　話 28（73.7） 10（26.3） 38（100）




























学　　級 話に割り込んだ訂正 タスク終了後の訂正 合　　計
学級ａ 16（55.2） 13（44.8） 29（100）
学級ｂ  8（32.0） 17（68.0） 25（100）
合　　計 24（44.4） 30（55.6） 54（100）
 ｐ<0.05，χ2＝4.86.（　）は％．
表11　JT1の学級別誤用の出現した授業活動
学　　級 会　　話 文型練習 合　　計
学級ａ 49（80.3） 12（19.7）  61（100）
学級ｂ 41（61.2） 26（38.8）  67（100）
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